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防衛大学校受験の勧め

　防衛大学校は、日本の防衛・安全保障と日本に住む人々の安全・安心社会の確保に強い関心があ
り、また将来、重要な組織の上に立つ社会のリーダーとなりたいと考えている受験生の皆さんに開
かれた大学です。

　防衛大学校は、自衛隊のリーダー（幹部自衛官）を育成する日本で唯一の大学教育機関です。本
校は、防衛省の機関ですので「大学校」となっていますが、一般大学と同じ 4年制の教育を実施し、
卒業時には学士の学位を授与しています。本校はいわば「士官学校」ですが、この点から一般大学
と何ら変わるところはありません。

　防衛大学校は毎年約480名を基準に学生を採用しますが、その内訳は、人文社会科学系が約105名、
理工学系が約375名です。防衛大学校の教官数は約288名で、これは学生6.6人に１人の割合となり、
全国で最も望ましい規模で少人数教育が行われていることになります。人文社会科学系には３学科、
理工学系には 11 学科あり、学生は多様な 14 分野のうちから１学科を専攻します。学生の専攻分野
は２学年に進むときに決まりますが、１学年は教養教育科目を重点的に学びます。

　防衛大学校は、将来幹部自衛官となることから、リーダーとしての資質を育成することに重点を
置きます。そのために、本校では制服教官（幹部自衛官）による防衛学の授業があります。戦史や
国防論、戦略論など、一般大学には見られない、本校ならではの教育科目です。また、学生舎（寮）
生活、部活動である校友会などを通じて、リーダーとしての資質を育み、同時にタテとヨコの人間
関係に習熟していくことになります。

　防衛大学校は、国際化にも力を入れています。4年制の大学教育を受けながら、英語力を身につけ、
学生の約 12 パーセントが短期も含めて海外派遣されることになります。キャンパスには留学生が
多数おり、また、海外の士官学校生の訪問も頻繁にあることから、国際的な雰囲気に満ちあふれて
います。そして毎年、国際的視野を広げる目的で、学生たちの自主的な運営により国際士官候補生
会議が開催されています。

　以上のように、防衛大学校は、教育の目的は遠大かつ明確で、学力のみならず指導力、人間力、体力、
そして国際性を同時に身につけることのできるすばらしい学びの場なのです。

　結びに、防衛大学校は、横須賀の三浦半島の先端に位置し、東京湾を望み、富士山を仰ぐ風光明
媚な自然環境に恵まれた空間にあります。防衛大学校は、若人が４年間の大学生活を過ごすのに最
適な大学であることを、確信をもってお伝えします。

　全教職員を挙げて、明るく情熱的で積極性あふれる皆さんの受験をお待ちしています。

防衛大学校長　國
こく
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表紙デザインについて
若草色の大理石は防大生の若々しさ、強い意志を表現するとと
もに、ミリタリーカラーの一歩手前である、という意味も込め
られています。
中央に配置された緑の大地、輝く海、澄みきった空は、防大生
が将来進む道である陸上、海上、航空自衛隊を表現しています。

3

将来、陸上・海上・航空各自衛隊の
幹部自衛官となる人材を育成する防衛省の教育機関、防衛大学校。
「広い視野を開き、科学的な思考力を養い、豊かな人間性を培うとともに、
幹部自衛官にふさわしい精神、
体力基盤及び生活習慣を育成すること」を教育目標とし、
充実した学習環境であなたの成長を支えます。
目標に向かい強い意志をもって学ぶことは、
国防はもとより、災害派遣や国際平和協力業務など、
誇れる将来の活躍へとつながるのです。

意志ある学びはすべて、
誇りあるリーダーとしての活躍につながる。

9
11
13
14
16

18
20
22

46
48
50
52
54
55
56
57
58
59
60
62

24
26
28
30
32
34
36
38
40
42
44

1
3
4
6
8



�



�



応用物理学実験室（理工学総合実験棟A棟）

電算機第３講義室（３号館）本部庁舎■正門をくぐると、正面には本部庁舎が
見えます。

理工学館■1～5号館まであり、それぞれに教場、実験室、
実習室などがあって、理工系の教育・研究が行われます。

防衛学館■防衛大学校独自のカリキュラム、
防衛学の教育・研究が行われます。

社会科学館■社会科学系の教育・研究が行わ
れます。

球技体育館■バレーボール、 バスケットボー
ルなど、室内での球技が行われます。バレー
ボール2試合とバスケットボール１試合が同
時に行える広さです。

武道場■柔道、剣道、
空手道、合気道などの
武道が行われます。

総合体育館■温水プールやトレーニン
グ室もあり、体育の授業や校友会（ク
ラブ）活動が行われます。

資料館■教育理念、学校設立背景、卒
業後の進路などを展示し、学生教育及
び学校広報に活用することを目的とし
ています。
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競技施設■陸上競技場では各種陸上競技種目が実施でき、 トラック内側はフィールドホッケー場が入る広さ。 また、 ラグビー場、 アメリカンフットボ
ール場、 サッカー場、 硬式野球場、 テニスコートはそれぞれ独立しており、 のびのびと授業や校友会 （クラブ） 活動が行なえます。

陸上競技場 ラグビー場 硬式野球場

アメリカンフットボール場 サッカー場 テニスコート

学生会館■貯金などの福
利厚生業務を行う厚生課
があり、1FにはコンビニやATMもあります。

走水海上訓練場■通称「ポンド」。
カッターや機動艇訓練などが行われ
ます。

総合情報図書館■現在所有している図書は約63万
冊です。また、本校の特色を生かし、軍事防衛分野
での図書・雑誌の充実を図っています。

学生舎■第１～第４学生舎です。 覆道射場■実弾射撃訓練が行われます。

土木・化学実験棟■化学実験室や建設環境工
学実験室があります。 理工学実験棟■ A～ E棟まであり、大型の実

験装置や実習工場などがあります。

人文科学館■ LL 教場
などがあり、外国語
や人文科学系の教 
育・研究が行われま
す。

学生食堂■全学生を一度に収容・喫食することが
できます。

学生浴場■１階に男子学生（第１～第４浴場
まであります。）、２階に女子学生及び職員用
の浴場があります。

医務室■ケガや病気の治療をはじめ、
学生の健康管理を行います。
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グローバルコミュニケーションⅢ
欧 米 史 研 究
地 理 学 研 究
日 本 ・ ア ジ ア 史 研 究

近 代 文 学 史
日 本 文 学 評 論
漢 文 学
組 織 経 営 と リ ー ダ ー シ ッ プ
領 域 国 際 法

現 代 数 学 の 思 想

言 語 と 文 化 

分子生物学とバイオテクノロジー
地 球 惑 星 科 学 概 論
放 射 線 の 科 学

学位授与機構（現（独）大学改革支援･学位授与機構）による

物 理 学 （ 概 論 ）

防衛学

専門基礎

専
門
に
即
し
た
英
語

防
衛
英
語

体育

外国語

４学年

3学年

2学年

1学年

専門

防衛学特論

体育理論

卒業研究
学
際
・
国
際
教
育

防衛学基礎
大学基礎英語

英語表現法

第二外国語特講

外国語
演習

上級
英語

英語
演習

英語特講

文
理
交
差
教
育

教
養
教
育

自衛官（社会人）基礎力

広い視野 科学的（論理的）思考力

体育実技

オリエンテーション

基礎ゼミ
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※授業科目は年度によって変わることがあります。
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外国語を学び、グローバル化の時代に即応する能力を身につける。
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※授業科目は年度によって変わることがあります。
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第二外国語の学習は第３・４学年時に開講される
地域研究につながるとともに、第３学年時に行わ
れる短期（１週間から）、長期（１年間程度）の海
外派遣学生の選考にも影響します。この選考には
学業成績だけでなくＴＯＥＩＣのスコアも適性を
見るための大きな要素として配慮されます。
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体育実技Ⅰ：マシンを使ってのフィジカルトレーニング。強靱
な肉体をつくるために基礎体力を養う。

体育は、将来幹部自衛官として求められる強靭な体力、運動技
能および円満な社会性の養成を目的に行われています。そのた
め、必修科目として理論と実技の両面から４年間にわたる履修
が求められます。
体育理論では、健康で強靭な体力作りとスポーツを実践する上
で必要なスポーツ科学の知識を学びます。
体育実技では、第１学年時基礎体力トレーニングを実施します。
第２学年以降は個人、球技、武道種目を履修し、運動技能、円
満な社会性および体力の向上を図ります。科目を専門とする教
官が担当します。
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※授業科目は年度によって変わることがあります。

サ　イ　バ　ー　戦　概　論

統　率　に　関　す　る　特　論
国　防　に　関　す　る　特　論
軍 事 技 術 に 関 す る 特 論
戦 略・作 戦 に 関 す る 特 論
軍 事 史 に 関 す る 特 論
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防衛学は、安全保障、防衛、戦争、軍隊、軍人と社会の関係などを軍事の視点から研究する学問です。

また、人文・社会科学、理工学などの幅広い分野の理論的根拠を基礎とし、それらを応用して実践に結びつける

総合的・学際的な学問でもあります。

主な科目は、「防衛学基礎」「国防論」「軍事史序論」「サイバー戦概論」「戦略」「作戦」「軍事と科学技術」「統率」及び

「国際情勢と安全保障」です。他に、少人数のゼミナール形式で安全保障や防衛に関する諸問題を研究する「防衛

学持論」も行っています。

これらの科目は、防衛学教育学群の三つの教育室（国防論教育室、戦略教育室、統率・戦史教育室）が担当します。

防衛学は、専攻や陸・海・空要員に関わりなく全員が履修します。
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※授業科目は年度によって変わることがあります。
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「国際情勢と安全保障」です。他に、少人数のゼミナール形式で安全保障や防衛に関する諸問題を研究する「防衛

学持論」も行っています。

これらの科目は、防衛学教育学群の三つの教育室（国防論教育室、戦略教育室、統率・戦史教育室）が担当します。
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歴 史 学
人 間 学
政 治 学
社 会 現 象 と 統 計
経 済 学

法憲
国 際 法 概 論
法 学 基 礎

2
2
2
2
2
2
2
2

言 語 文 化 論
組 織 管 理
国 際 関 係 概 論

2
2
2

数 学 Ⅰ
数 学 Ⅱ
数 学 Ⅲ
数 学 Ⅰ 演 習
数 学 Ⅱ 演 習
数 学 Ⅲ 演 習
理 工 学 入 門
物 理 学 Ⅰ
物 理 学 Ⅱ
物 理 学 Ⅲ
化 学 Ⅰ
化 学 Ⅱ
基 礎 科 学 実 験
化 学 実 験
物 理 学 実 験

2
2
2
1
1
1
2
2
2
2
2
2
1
1
1

数 学 Ⅳ
複 素 関 数 論
確 率 ・ 統 計
物 理 学 Ⅳ
生 物 化 学
エンジニアリング・メカニクス

2
2
2
2
2
2

第

全学共通基盤教育

「人間とは何か」という問いに対する、哲学と心理学というふたつの
学問によるアプローチを学びます。この問題に関しては、古来、哲
学・倫理学においてさまざまな考察が展開されてきましたが、講義
ではそのなかからとくに現代のわれわれの人間観にも大きな影響を
与えている要素を重点的に取り上げます。また今日の人間理解の
形成にあたっては、人間に関する科学的探究の成果を無視するこ
とはできませんが、講義ではこうした観点から心理学の基礎につい
ても学びます。

議会、行政、政党、選挙など現代政治学の基本的問題を取り上
げ、時事問題にも触れながら幅広く講義します。さらには国内政治
と国際政治との相違や、政治と安全保障との関わりについても
学び、政治にいかに向き合うかを考究していきます。

日本国憲法の重要原理である平和主義や基本的人権の意義、
国家統治機構のメカニズムなどについて基礎理論を説明し、時事
問題と関連づけながら今日の憲法問題に対する意識を喚起しま
す。

不景気、デフレ、失業などの「経済現象」を正確に理解・説明する
ために経済学と基本原理を、題材を絞って学びます。

国家や国際機構とは何かより始まり、条約、国家領域、海・空・
宇宙、人権保障、紛争処理、安全保障や戦争などに関する規則を
学びます。

歴史学とはどのような特質をもった学問なのか、どのように発展して
きたのか、そして他の諸科学とどのように関わってきたのかなどの原
理的・基礎的な事柄について学びます。歴史家が研究の際に行
うテーマの設定、文献目録の作成、史料の選択・収集・分析、歴
史補助学の利用などについても講義します。

国際的な場における活動が増える幹部自衛官として、
幅広い知識と教養を身につけるために必須となる基礎学力を修得することが目的です。
また、３つの専門分野の導入、紹介という意味もあり、いずれも第１学年で履修しますから、
進むべき専門を選択するための充分な知識の獲得が可能です。

理工系では、数学Ⅲまでは当然とし、採用試験で化学を選択した学生も物理基礎程度は
履修しておかなければなりません。化学基礎についても同様です。
人文・社会科学専攻の学生についても、専門知識ではありませんが、教養教育の必須科目
として数学、物理、化学があるため数学Ⅰ・Ⅱなどもよく理解しておいてください。

経済学：マクロ経済学、デフレ
スパイラルといった基礎を学ぶ。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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第

全学共通基盤教育

「人間とは何か」という問いに対する、哲学と心理学というふたつの
学問によるアプローチを学びます。この問題に関しては、古来、哲
学・倫理学においてさまざまな考察が展開されてきましたが、講義
ではそのなかからとくに現代のわれわれの人間観にも大きな影響を
与えている要素を重点的に取り上げます。また今日の人間理解の
形成にあたっては、人間に関する科学的探究の成果を無視するこ
とはできませんが、講義ではこうした観点から心理学の基礎につい
ても学びます。

議会、行政、政党、選挙など現代政治学の基本的問題を取り上
げ、時事問題にも触れながら幅広く講義します。さらには国内政治
と国際政治との相違や、政治と安全保障との関わりについても
学び、政治にいかに向き合うかを考究していきます。

日本国憲法の重要原理である平和主義や基本的人権の意義、
国家統治機構のメカニズムなどについて基礎理論を説明し、時事
問題と関連づけながら今日の憲法問題に対する意識を喚起しま
す。

不景気、デフレ、失業などの「経済現象」を正確に理解・説明する
ために経済学と基本原理を、題材を絞って学びます。

国家や国際機構とは何かより始まり、条約、国家領域、海・空・
宇宙、人権保障、紛争処理、安全保障や戦争などに関する規則を
学びます。

歴史学とはどのような特質をもった学問なのか、どのように発展して
きたのか、そして他の諸科学とどのように関わってきたのかなどの原
理的・基礎的な事柄について学びます。歴史家が研究の際に行
うテーマの設定、文献目録の作成、史料の選択・収集・分析、歴
史補助学の利用などについても講義します。

国際的な場における活動が増える幹部自衛官として、
幅広い知識と教養を身につけるために必須となる基礎学力を修得することが目的です。
また、３つの専門分野の導入、紹介という意味もあり、いずれも第１学年で履修しますから、
進むべき専門を選択するための充分な知識の獲得が可能です。

理工系では、数学Ⅲまでは当然とし、採用試験で化学を選択した学生も物理基礎程度は
履修しておかなければなりません。化学基礎についても同様です。
人文・社会科学専攻の学生についても、専門知識ではありませんが、教養教育の必須科目
として数学、物理、化学があるため数学Ⅰ・Ⅱなどもよく理解しておいてください。

基礎科学実験（化学分野：酢酸エチルの合成）
合成した酢酸エチルは精製した後、ガスクロ
マトグラフィーで分析します。

化学実験：１学年向けの基礎的な化学実験で
す。試薬や器具の使い方も体験的に学びます。

数学Ⅲ：多変数関数の基本公式を練習。数学の理論を徹底的に学ぶ。

物理学実験：基礎的な物理現象や物理量の測定原理を学ぶ。　

基礎科学実験（物理分野：光速の測定）

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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概説

イスラームをはじめとする宗教の普遍性や多様性について
幅広い知識を学びます。

日本史の大きな流れをつかむとともに、グローバルな歴史の
なかの日本史を学ぶことで、長期的・俯瞰的視野と国際的
感覚を養います。

摩擦や対立を生み出す宗教のメカニズムを理解するだけで
なく、宗教がもたらしうる融和や調和の可能性について考察
します。

宗教文化論

第二次世界大戦終結以降の現代史の展開をグローバルな
観点から考察し、冷戦や脱植民地化といった現代史に関す
る基礎的な知識を学びます。

現代史概論

地域紛争と宗教文化

地理情報システムを用いてデータと地図を統合させ、地域の
さまざまな事象を分析する方法を学びます。

　　　　　　　　　　人間文化学科では哲学・心理学・世界史・日本史・地理
学・文化人類学・言語文化などの人文科学の諸分野を幅広く学び、日本や世界各
地域の文化、歴史、宗教などについての基礎的教養、ならびに異文化理解の学
問的手法を身につけます。また、本学科の特色として、異文化理解と異文化コ
ミュニケーションの基礎となる語学力の向上を重視していることも挙げられま
す。学生は第４学年になると、各自の興味にしたがって卒業研究論文を執筆し、
論文作成能力と発表の手法を身につけます。学科の授業は少人数のゼミナール
が多く、卒業研究の作成に際しても丁寧な個人指導を受けることができます。こ
のように教官と学生の距離が近く、アットホームな雰囲気を持つ本学科で、皆さ
んも一緒に学びませんか？

地域情報学

現 代 史 概 論

地 域 紛 争 と 宗 教 文 化

日 本 古 典 学 特 論
現 代 思 想

ポ ル ト ガ ル 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
ポ ル ト ガ ル 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ
ポ ル ト ガ ル 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅲ
ポ ル ト ガ ル 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅳ

宗 教 文 化 論

心 理 学 概 説
地 域 思 想 論

卒業研究：４年間の学業の集大成として、個別指導を受けながら学術論文を執筆します。

文化人類学の授業風景
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地域紛争と宗教文化

地理情報システムを用いてデータと地図を統合させ、地域の
さまざまな事象を分析する方法を学びます。

　　　　　　　　　　人間文化学科では哲学・心理学・世界史・日本史・地理
学・文化人類学・言語文化などの人文科学の諸分野を幅広く学び、日本や世界各
地域の文化、歴史、宗教などについての基礎的教養、ならびに異文化理解の学
問的手法を身につけます。また、本学科の特色として、異文化理解と異文化コ
ミュニケーションの基礎となる語学力の向上を重視していることも挙げられま
す。学生は第４学年になると、各自の興味にしたがって卒業研究論文を執筆し、
論文作成能力と発表の手法を身につけます。学科の授業は少人数のゼミナール
が多く、卒業研究の作成に際しても丁寧な個人指導を受けることができます。こ
のように教官と学生の距離が近く、アットホームな雰囲気を持つ本学科で、皆さ
んも一緒に学びませんか？

地域情報学

現 代 史 概 論

地 域 紛 争 と 宗 教 文 化

日 本 古 典 学 特 論
現 代 思 想

ポ ル ト ガ ル 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅰ
ポ ル ト ガ ル 語 ゼ ミ ナ ー ル Ⅱ
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写真：卒業研究発表会（上から１枚目・２枚目）
　　　卒業式典（３枚目）
　　　校外研修における本学科学生（４枚目）

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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公 共 政 策 総 論
政 策 過 程
組 織 と 戦 略
日 本 経 済
危 機 管 理 政 策  Ⅰ （日 本）
危 機 リ ス ク 管 理 原 論
国 際 経 済 学
経 済 統 計
社 会 調 査 法
経 済 政 策
安 全 保 障 法 制
行 政 法
公 共 政 策 研 究 Ⅰ
公 共 政 策 研 究 Ⅱ
公 共 政 策 研 究 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2
6

法 学
社 会 学
組 織 比 較
司 法 制 度
政 治 外 交 史
科 学 と 倫 理
公 共 マ ー ケ テ ィ ン グ
意 思 決 定 論
厚 生 経 済 学
国 際 公 共 政 策
政 治 思 想
危 機 事 案 研 究 Ⅰ
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
危 機 管 理 政 策  Ⅱ （中 東）
危 機 管 理 政 策  Ⅲ （欧 州）
危 機 管 理 政 策  Ⅳ （米 州）
災 害 組 織 論
公 組 織
公 共 選 択
情 報 と 意 思 決 定
民 事 法
軍 隊 と 社 会
危 機 管 理 特 論（防 諜 論）

2
2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

安 全 科 学 総 論
(安全科学とリスクマネジメント) 2

海 洋 環 境 セ キ ュ リ テ ィ 論

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

2

第 第

第

日本国憲法と安全保障法制の関連を学びます。自
衛隊の任務等だけでなく、冷戦後の安全保障政策お
よびPKO関連法についてなど広く防衛政策につい
て素養をつちかいます。

専門的な行政法、安全保障法などの法学関連科目
を学ぶために必要な基礎知識の習得はもちろんのこ
と、法の意味、目的、種類なども学びます。

公共政策研究：教官１名に対して学生数名ほどで行われる公共政策研究。少人数クラスで密度の高い授業が受けられる。
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公 共 政 策 総 論
政 策 過 程
組 織 と 戦 略
日 本 経 済
危 機 管 理 政 策  Ⅰ （日 本）
危 機 リ ス ク 管 理 原 論
国 際 経 済 学
経 済 統 計
社 会 調 査 法
経 済 政 策
安 全 保 障 法 制
行 政 法
公 共 政 策 研 究 Ⅰ
公 共 政 策 研 究 Ⅱ
公 共 政 策 研 究 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
4
2
6

法 学
社 会 学
組 織 比 較
司 法 制 度
政 治 外 交 史
科 学 と 倫 理
公 共 マ ー ケ テ ィ ン グ
意 思 決 定 論
厚 生 経 済 学
国 際 公 共 政 策
政 治 思 想
危 機 事 案 研 究 Ⅰ
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
危 機 管 理 政 策  Ⅱ （中 東）
危 機 管 理 政 策  Ⅲ （欧 州）
危 機 管 理 政 策  Ⅳ （米 州）
災 害 組 織 論
公 組 織
公 共 選 択
情 報 と 意 思 決 定
民 事 法
軍 隊 と 社 会
危 機 管 理 特 論（防 諜 論）

2
2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

安 全 科 学 総 論
(安全科学とリスクマネジメント) 2

海 洋 環 境 セ キ ュ リ テ ィ 論

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

2

第 第

第

日本国憲法と安全保障法制の関連を学びます。自
衛隊の任務等だけでなく、冷戦後の安全保障政策お
よびPKO関連法についてなど広く防衛政策につい
て素養をつちかいます。

専門的な行政法、安全保障法などの法学関連科目
を学ぶために必要な基礎知識の習得はもちろんのこ
と、法の意味、目的、種類なども学びます。

公共政策総論：実例をもとに公共政策の
問題点を学ぶ。

政策過程：日本の政策を国
際比較を行いながら学ぶ。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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国 際 政 治 学
国 際 政 治 史
国 際 法
政 治 外 交 史
現 代 地 域 研 究 Ⅰ
現 代 地 域 研 究 Ⅱ
軍 備 管 理 論
危 機 リ ス ク 管 理 原 論

）本日（ Ⅰ  策政理管機危
国 際 関 係 研 究 Ⅰ
国 際 関 係 研 究 Ⅱ
卒 業 研 究

4
4
4
4
2
2
2
2
2
4
4
6

安 全 保 障 政 策 論
海 洋 法 概 論
国 際 機 構 論
地 域 研 究 特 論
危 機 事 案 研 究 Ⅰ
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
比 較 政 治

）東中（ Ⅱ  策政理管機危
国 際 関 係 特 論
現 代 地 域 研 究 Ⅲ
現 代 地 域 研 究 Ⅳ
現 代 地 域 研 究 Ⅴ
現 代 地 域 研 究 Ⅵ
現 代 地 域 研 究 Ⅶ
現 代 地 域 研 究 Ⅷ
国 際 シ ス テ ム 論
危 機 管 理 特 論

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

安 全 科 学 総 論
(安全科学とリスクマネジメント) 2

海 洋 環 境 セ キ ュ リ テ ィ 論
航 空 宇 宙 セ キ ュ リ テ ィ 論

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

2
2

　　　　　　　　　　   

理論・歴史

国際法

地域研究

演習科目

グローバル・スタンダードの安全保障の専門教育が受けられる。

グローバル化が進む中、国際社会では、政治や外交、安全保障、経済、文化、人の移動など、様々な問題が重層して絡

み合っています。国際関係学科では複雑な国際社会において、日本がどのような立場に置かれているのかを的確に

把握するための手法を学びます。そのために国際関係学科のカリキュラムは、国際政治学や比較政治、国際政治史、

外交史、国際システム、軍備管理、危機管理といった理論・歴史、国際機構や海洋法などの国際法、８つもの国・地

域にまたがる地域研究の３つの科目群から構成されています。このような充実したカリキュラムの下で、国際関係

学科は将来の幹部自衛官になる学生諸君に、実り多い安全保障の専門教育の場を提供します。

国際化・グローバル化が進む現在、国際情勢の動向を的確に
捉え、国際社会における日本の位置や役割を理解することは、これからますます重要
になってきます。特に幹部自衛官は国の防衛に備わるとともに、国連平和維持活動
（ＰＫＯ）への参加など国際平和を推進するための知識と能力が求められています。
国際関係学科はこのような幅広い分野で活躍できる将来の幹部自衛官を育成するこ
とを目指しています。「平和や安全とは何か」「なぜ紛争や危機が起きるのか」「国際
関係はどうあるべきか」といった問題意識を持つ学生を歓迎します。また、国際関係
学科では、危機管理プログラム（４７ページ参照）も履修することができます。

構造

終結

国連や地域機構などの国際機構を取り上げながら､国
際機構の歴史と組織、国際法上の権利や義務、国際
機構のさまざまな活動について学びます。

少人数によるゼミ形式で国際関係に関する特定のテー
マを掘り下げて学ぶことで、国際関係論の研究方法を
身につけます。

・宗教・文化

国際関係研究：少人数でアメリカの対中東政策に関する英文テキストを講読。外国からの留学生も参加して英語で意見交換。
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危 機 事 案 研 究 Ⅰ
危 機 事 案 研 究 Ⅱ
比 較 政 治

）東中（ Ⅱ  策政理管機危
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2
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航 空 宇 宙 セ キ ュ リ テ ィ 論

特 別 講 義
人文・社会科学専攻他学科の専門科目

1～2

2
2

　　　　　　　　　　   

理論・歴史

国際法

地域研究

演習科目

グローバル・スタンダードの安全保障の専門教育が受けられる。

グローバル化が進む中、国際社会では、政治や外交、安全保障、経済、文化、人の移動など、様々な問題が重層して絡

み合っています。国際関係学科では複雑な国際社会において、日本がどのような立場に置かれているのかを的確に

把握するための手法を学びます。そのために国際関係学科のカリキュラムは、国際政治学や比較政治、国際政治史、

外交史、国際システム、軍備管理、危機管理といった理論・歴史、国際機構や海洋法などの国際法、８つもの国・地

域にまたがる地域研究の３つの科目群から構成されています。このような充実したカリキュラムの下で、国際関係

学科は将来の幹部自衛官になる学生諸君に、実り多い安全保障の専門教育の場を提供します。

国際化・グローバル化が進む現在、国際情勢の動向を的確に
捉え、国際社会における日本の位置や役割を理解することは、これからますます重要
になってきます。特に幹部自衛官は国の防衛に備わるとともに、国連平和維持活動
（ＰＫＯ）への参加など国際平和を推進するための知識と能力が求められています。
国際関係学科はこのような幅広い分野で活躍できる将来の幹部自衛官を育成するこ
とを目指しています。「平和や安全とは何か」「なぜ紛争や危機が起きるのか」「国際
関係はどうあるべきか」といった問題意識を持つ学生を歓迎します。また、国際関係
学科では、危機管理プログラム（４７ページ参照）も履修することができます。

構造

終結

国連や地域機構などの国際機構を取り上げながら､国
際機構の歴史と組織、国際法上の権利や義務、国際
機構のさまざまな活動について学びます。

少人数によるゼミ形式で国際関係に関する特定のテー
マを掘り下げて学ぶことで、国際関係論の研究方法を
身につけます。

・宗教・文化

現代地域研究Ⅶ：オーストラリアの地政学的位置について講義。
北西部で産出する鉄鉱石を輸送するには、シドニーの南に位置す
る鋼鉄プラントよりも北半球の横浜の方が近い。それが安全保障
上どのような意味を持つのか、考えさせる。

卒業研究中間発表：自国のイスラム反乱への対
策について発表するフィリピンからの留学生。

卒業研究中間発表：発表後、指導教官から早速
指導が入る。あの質問にはこう説明すればよか
った、発表のここが弱かったなど、きめの細か
い指導が卒研完成と最終発表会まで続く。

卒業研究中間発表：４年生によるコソボでのNGO活動に関する発表に対して、教官から鋭い指摘が容赦
なく繰り出される。この厳しい指導が国際関係学科の伝統。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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何を学ぶ？どう学ぶ？●少人数教育を心がけ、実験と演習を多く取り入れ、教員と学生
とのふれあいを大切にしています。大学教育ですから、ある程度高度な結果が求めら
れますが、力学、熱力学、電磁気学、回路論や応用数学などの基礎的な内容から徐々に
積み上げ、さらに連続体力学や現代物理学の基礎となる量子力学、統計力学へと発展
させて、最終的に専門分野の高度な知識や最新の技術を学べるようにカリキュラムを
組んでいます。

■人間情報工学
ே㛫ࡢどぬ࡟࡝࡞࣒ࢬࢽ࣓࢝ࡢ⬻ࡸ㛵ࡿࡍᇶ♏▱

㆑ࠊࡽ࠿⮬⾨㝲⿦ഛ࡚ࡋ࡜もᑟධࡿ࠶ࡘࡘࢀࡉ㹔

㹐ࡸ㸱㹂ᫎീࠊ⬻機⬟ィ ࡓࡗ࠸࡜ᛂ⏝ᢏ⾡࡛ࡲ

ᖜᗈࡃ学ࠋࡍࡲࡧ

■電子情報工学
༙ᑟయ⣲Ꮚືࡢసཎ⌮ࠊ㏻ಙ・᝟ሗᢏ⾡࡟Ḟࡏ࠿

㏆ࠊࡧ学࡚࠸ࡘ࡟ᅇ㊰ࣝࢱࢪ࢕ࢹ・ࢢࣟࢼ࢔࠸࡞

年ࢫࢡࢽࣟࢺࢡ࢚ࣞࡢ⏘ᴗࡢⓎᒎࢆ支ࡿ࠼㟁Ꮚ᝟

ሗᕤ学࡟㛵ࡿࡍᖜᗈ࠸▱㆑ྲྀࢆᚓࠋࡍࡲࡋ

■相対性理論と宇宙
᫬㛫࡜✵㛫ࢆ⤫୍ⓗࡓࡗᢅ࡟᫬✵ࡢ㆟ㄽࢀࡑࠊࢆ

⌮Ṧ┦ᑐᛶ≉ࡢ᫬࡞ᖹᆠࠊ࡟ᇶࢆᑐ⛠ᛶࡘᣢࡀ

ㄽࠊ᭤ࡓࡗࡀ᫬୍ࡢ⯡┦ᑐᛶ⌮ㄽ㸦㔜ຊ⌮ㄽ㸧࡬

ࠋࡍࡲࡆᗈࢆヰ࡜࡬Ᏹᐂㄽࠊࡋᒎ㛤࡜

■バイオメカニクス
ᬑࠋࡍព࿡࡛࠺࠸࡜は⏕యຊ学ࢫࢡࢽ࣓࢝࢜࢖ࣂ

ẁ౑ࡿ࠸࡚ࡗ⚾㐩ࡢయ࡞࠺ࡼࡢ࡝ࡀ௙⤌࠸ື࡛ࡳ

ࡇࡪ学ࡽ࠿どⅬ࡞ຊ学ⓗࢆ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࠊ࠿ࡿ࠸࡚

ࠋࡍ授ᴗ࡛ࡿࡁ࡛ࡀ࡜

■計算機シミュレーション科学
⌮ㄽࠊᐇ㦂࡟ḟࠊ࡛࠸➨㸱ࡢ⛉学࡜ゝࣥࢥࡿ࠸࡚ࢀࢃ

ࡽ࠿ゎ᫂ࡢ㇟⌧↛⮬ࠊはࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ・ࢱ࣮ࣗࣆ

⿦ഛရ㛤Ⓨࡢ࡝࡞ᕤ学ศ㔝࡛ࡲᗈࡃ౑ࠋࡍࡲ࠸࡚ࢀࢃ

࡛ࡲ⏝ᛂࡽ࠿⌮ᇶ♏ཎࡢࡑ ࠋࡍࡲࡧ学ࢆ

高速弾道学ڦ
㍤ࡽࡀ࡞ࡁ㧗㏿࡛ኪ✵ࢆᶓษࡿὶࢀᫍࡢ㝹▼ࡀ大

Ẽ୰ࢆ㣕⾜ࡸࡁ࡜ࡿࡍᆅ㠃࡟ⴠୗ࣮ࢱ࣮ࣞࢡ࡚ࡋ

࡟ᙎ୸ࡸࢺࢵࢣはࣟ㇟⌧ࡿࡁ㉳࡟ࡁ࡜ࡍฟࡾసࢆ

も⏕ࡿࡌも࠺ࡢࡑࠊ࡛ࡢちࡢᇶᮏⓗࢆ㇟⌧࡞学ࡧ

ࠋࡍࡲ

■放射線計測
ᨺᑕ⥺ࡢᛶ㉁᳨࡜ฟᡭẁ࡚ࡋࡑࠊᨺᑕ⥺㜵ㆤࡘ࡟

✵⯟ࠊཎᏊຊ⅏ᐖᑐᛂはもちろんࠋࡍࡲࡧ学࡚࠸

機ࡸ≉Ṧ㌴୧ࡢෆ㒊Ḟ㝗᳨ᰝࠊ࡝࡞⮬⾨㝲ࡢ㒊㝲

άື࡟᭷┈࡞ᨺᑕ⥺฼⏝ࡢ▱㆑ࢆ⩦ᚓ࡛ࠋࡍࡲࡁ

■超伝導
㉸ఏᑟࡢⓎぢࡽ࠿㸯㸮㸮年ࡀ⤒ちࠋࡓࡋࡲ㹋㹐㹇

は㉸ఏᑟ☢▼ࡁ⨨࡟᥮࢔ࢽࣜࠊࡾࢃ୰ኸ᪂ᖿ⥺は

����年ࡢ㛤ᴗࢆ┠ᣦࡢࡇࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ授ᴗ࡛は⛉

学ࡢⓎᒎࡿࡅ࠾࡟㉸ఏᑟࡢṔྐࠊ㉸ఏᑟ⌧㇟ࠊ㧗

 ㉸ఏᑟ࡚ࡋࡑᛂ⏝ࢆ学ࠋࡍࡲࡧ

性

しています。そして、

最終的に専門分野の高度な知識や最新の技術を学べるようにカリキュラムを組んでいます。

を

大型の２段式超高速衝突実験装置。微小隕石や宇宙デブリを模擬した金属球（秒速約 8km）を打ち出し、金属板に衝突させてクレーター（右下写真）を形成する実験を行ってい
る様子。

超高速衝突によってアルミニウム板に形成されたクレ
ーター
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何を学ぶ？どう学ぶ？●少人数教育を心がけ、実験と演習を多く取り入れ、教員と学生
とのふれあいを大切にしています。大学教育ですから、ある程度高度な結果が求めら
れますが、力学、熱力学、電磁気学、回路論や応用数学などの基礎的な内容から徐々に
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■放射線計測
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性

しています。そして、

最終的に専門分野の高度な知識や最新の技術を学べるようにカリキュラムを組んでいます。

を

※授業科目は年度によって変わることがあります。

生体細胞の培養と染色を行っている学生

第３学年の必修科目「応用物理学実験Ⅰ・Ⅱ」において、フランク・ヘルツの実験の指導を受ける学生。原子のエネルギ
ー状態が離散的となるボーア理論を実証した歴史的な実験である。

｢量子力学 ｣の授業風景。応用物理学では、理論物理を専門とする教官から物理学の本質を学ぶことが出来る。

��



ゼミ

応 用 化 学 ゼ ミ（外 書 購 読）

応 用 有 機 化 学
応 用 無 機 化 学

応 用 物 理 化 学

同 位 体 と 材 料 の 無 機 化 学
有 機 合 成 化 学

分 子 統 計 熱 力 学

生 命 シ ス テ ム 解 析 学

資 源 環 境 分 析

高 性 能 高 分 子 の 耐 久 性 の 化 学

安 全 と 防 災 の 化 学

�6

卒業研究：ラマン分光法を用いて、タンパク質などの
生体分子を含む様々な物質の構造や相互作用を分析し
ます。

卒業研究：固体核磁気共鳴（固体NMR）法を用いて、分子レベルで素材の組成や構造、運動性といった情報を取得します。



ゼミ

応 用 化 学 ゼ ミ（外 書 購 読）

応 用 有 機 化 学
応 用 無 機 化 学

応 用 物 理 化 学

同 位 体 と 材 料 の 無 機 化 学
有 機 合 成 化 学

分 子 統 計 熱 力 学

生 命 シ ス テ ム 解 析 学

資 源 環 境 分 析

高 性 能 高 分 子 の 耐 久 性 の 化 学

安 全 と 防 災 の 化 学

授業風景：それぞれの科目のシラバスに沿って、講義が進められます。シラバスは学科ホー
ムページから見ることができます。

��

応用化学実験：
上）酸一塩基の中和滴定実験
中）アルコールの脱水反応
下）遺伝子組換え実験

コンピュータ化学の授業

※授業科目は年度によって変わることがあります。

火薬の燃焼実験



熱 力 学
流 体 力 学
応 用 電 磁 気 学
応 用 数 学
海 洋 学
天 文 学
固 体 力 学
気 象 学 概 論
地 圏 科 学
振 動 波 動 学
情 報 処 理
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅰ
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅱ
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅲ
地 球 海 洋 学 実 験 Ⅰ
地 球 海 洋 学 実 験 Ⅱ
計 算 地 球 海 洋 学 演 習
論 文 講 読 演 習
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

リ モ ー ト セ ン シ ン グ Ⅰ
信 号 解 析
海 洋 計 測 工 学
海 洋 大 気 物 理 学
地 球 惑 星 科 学
海 洋 音 響 工 学
地 球 科 学
海 洋 探 知 工 学
大 気 科 学
応 用 地 球 物 理 学
環 境 地 球 科 学
応 用 気 象 学
宇 宙 物 理 学
リ モ ー ト セ ン シ ン グ Ⅱ
航 空 気 象 学
天 気 予 報 論
地 球 海 洋 学 基 礎 英 語
地 球 海 洋 学 英 語

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

セ ン シ ン グ 工 学
気 候 学
衛 星 画 像 処 理 概 論
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
1～2

第
第第

我々の活動する地球という天体に関して、宇宙物
理学的観点からその存在意義を探ります。さらに、
地球が宇宙空間においてどのような存在環境にあ
るのかを、太陽物理学及び宇宙学的の観点から実
証的に学びます。

気象学概論：バルーンを上げて上空の温度、湿度、気圧などを計測。気象学の基礎を理解する。

��



熱 力 学
流 体 力 学
応 用 電 磁 気 学
応 用 数 学
海 洋 学
天 文 学
固 体 力 学
気 象 学 概 論
地 圏 科 学
振 動 波 動 学
情 報 処 理
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅰ
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅱ
地 球 海 洋 学 演 習 Ⅲ
地 球 海 洋 学 実 験 Ⅰ
地 球 海 洋 学 実 験 Ⅱ
計 算 地 球 海 洋 学 演 習
論 文 講 読 演 習
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

リ モ ー ト セ ン シ ン グ Ⅰ
信 号 解 析
海 洋 計 測 工 学
海 洋 大 気 物 理 学
地 球 惑 星 科 学
海 洋 音 響 工 学
地 球 科 学
海 洋 探 知 工 学
大 気 科 学
応 用 地 球 物 理 学
環 境 地 球 科 学
応 用 気 象 学
宇 宙 物 理 学
リ モ ー ト セ ン シ ン グ Ⅱ
航 空 気 象 学
天 気 予 報 論
地 球 海 洋 学 基 礎 英 語
地 球 海 洋 学 英 語

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

セ ン シ ン グ 工 学
気 候 学
衛 星 画 像 処 理 概 論
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
1～2

第
第第

我々の活動する地球という天体に関して、宇宙物
理学的観点からその存在意義を探ります。さらに、
地球が宇宙空間においてどのような存在環境にあ
るのかを、太陽物理学及び宇宙学的の観点から実
証的に学びます。

卒業研究：水深５mのプールで
ソーナーを使っての反射の実
験。

地球海洋学実験Ⅱ（地震学）：
地震計を使っての観測。

※授業科目は年度によって変わることがあります。

��



基 礎 電 磁 気 学
電 気 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
電 気 回 路
電 気 数 学
電 子 理 論
電 気 計 測
基 礎 電 磁 気 学 演 習
電 気 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
電 気 回 路 演 習
電 気 電 子 実 験 Ⅰ
電 気 電 子 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

コ ン ピ ュ ー タ 基 礎
電 子 物 性
固 体 電 子 工 学
電 子 デ バ イ ス
制 御 工 学 Ⅰ
制 御 工 学 Ⅱ
電 子 回 路 Ⅰ
電 子 回 路 Ⅱ
電 気 機 器
電 気 エ ネ ル ギ ー 工 学
無 線 機 器

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

電 気 電 子 英 語 演 習
電 気 電 子 英 語 ゼ ミ
コ ン ピ ュ ー タ 応 用
シ ス テ ム 工 学
光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
気 体 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
電 波 工 学
通 信 シ ス テ ム
電 波 法
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

　　　　　　　　　　 第2学年では、エレクトロニクスの基礎を学びます。特に電
気磁気学と電気回路は、授業と並行して演習に取り組むことにより、確実に理解で
きるようになります。第3学年では、電子回路、電子物性、電気機器、制御工学といっ
た電気電子の専門科目に加え、コンピュータや無線機器といった関連科目も学びま
す。また、実験を通じ、実際の物に触れて知識を確認します。第4学年時の卒業研
究では、電気基礎学、電気機器学、電子制御工学、量子電子工学、電子物理学、
電子デバイス工学、電気情報工学および電子計測学の幅広い専門分野の中からテー
マを自由に選び、教官と1対1でエレクトロニクスの最先端の研究を進めます。また、
指定した科目の単位を取得することで、第1級陸上特殊無線技士や第3級海上特殊
無線技士の資格を得ることができます。

卒業研究（電気機器工学研究室）：半導体表面に原子レベルで極薄な酸化物膜を成長させる研究

3�



基 礎 電 磁 気 学
電 気 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
電 気 回 路
電 気 数 学
電 子 理 論
電 気 計 測
基 礎 電 磁 気 学 演 習
電 気 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
電 気 回 路 演 習
電 気 電 子 実 験 Ⅰ
電 気 電 子 実 験 Ⅱ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

コ ン ピ ュ ー タ 基 礎
電 子 物 性
固 体 電 子 工 学
電 子 デ バ イ ス
制 御 工 学 Ⅰ
制 御 工 学 Ⅱ
電 子 回 路 Ⅰ
電 子 回 路 Ⅱ
電 気 機 器
電 気 エ ネ ル ギ ー 工 学
無 線 機 器

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

電 気 電 子 英 語 演 習
電 気 電 子 英 語 ゼ ミ
コ ン ピ ュ ー タ 応 用
シ ス テ ム 工 学
光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
気 体 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
電 波 工 学
通 信 シ ス テ ム
電 波 法
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

　　　　　　　　　　 第2学年では、エレクトロニクスの基礎を学びます。特に電
気磁気学と電気回路は、授業と並行して演習に取り組むことにより、確実に理解で
きるようになります。第3学年では、電子回路、電子物性、電気機器、制御工学といっ
た電気電子の専門科目に加え、コンピュータや無線機器といった関連科目も学びま
す。また、実験を通じ、実際の物に触れて知識を確認します。第4学年時の卒業研
究では、電気基礎学、電気機器学、電子制御工学、量子電子工学、電子物理学、
電子デバイス工学、電気情報工学および電子計測学の幅広い専門分野の中からテー
マを自由に選び、教官と1対1でエレクトロニクスの最先端の研究を進めます。また、
指定した科目の単位を取得することで、第1級陸上特殊無線技士や第3級海上特殊
無線技士の資格を得ることができます。

※授業科目は年度によって変わることがあります。

卒業研究（電子物理学研究室）：クリーンル
ーム内で行われる高感度電磁波検出素子の
製作に関する研究

卒業研究（電気基礎学研究室）：
ステルス性の評価基準となるレ
ーダ断面積の簡易電波暗室を利
用した高精度測定法の研究

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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基 礎 電 磁 気 学
電 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
電 気 回 路
電 気 通 信 数 学
電 子 理 論
電 子 回 路 Ⅰ
通 信 工 学 Ⅰ
通 信 工 学 Ⅱ
光 波 工 学 Ⅰ
電 波 工 学 Ⅰ
通 信 材 料 Ⅰ
光 通 信 工 学
基 礎 電 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
電 磁 気 学 演 習
通 信 工 学 実 験 Ⅰ
通 信 工 学 実 験 Ⅱ
通 信 工 学 実 験 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

コ ン ピ ュ ー タ 工 学
通 信 計 測
通 信 方 式 学
情 報 理 論
光 波 工 学 Ⅱ
電 波 工 学 Ⅱ
光 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク
通 信 伝 送 工 学
レ ー ダ 工 学
波 動 工 学
電 波 航 法 工 学
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

応 用 通 信 工 学
電 子 回 路 Ⅱ
応 用 プ ロ グ ラ ミ ン グ
電 波 法
通 信 材 料 Ⅱ
光 電 波 応 用 計 測
通 信 工 学 基 礎 英 語
通 信 工 学 英 語 講 読
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

第

卒業研究（光通信工学講座）：光ファイバーを用いた高密度情報信号の生成実験。現在の高度な通信ネットワークの根幹を支える光通信技術を学ぶ。
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基 礎 電 磁 気 学
電 磁 気 学
基 礎 電 気 回 路
電 気 回 路
電 気 通 信 数 学
電 子 理 論
電 子 回 路 Ⅰ
通 信 工 学 Ⅰ
通 信 工 学 Ⅱ
光 波 工 学 Ⅰ
電 波 工 学 Ⅰ
通 信 材 料 Ⅰ
光 通 信 工 学
基 礎 電 磁 気 学 演 習
基 礎 電 気 回 路 演 習
電 磁 気 学 演 習
通 信 工 学 実 験 Ⅰ
通 信 工 学 実 験 Ⅱ
通 信 工 学 実 験 Ⅲ
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
6

コ ン ピ ュ ー タ 工 学
通 信 計 測
通 信 方 式 学
情 報 理 論
光 波 工 学 Ⅱ
電 波 工 学 Ⅱ
光 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク
通 信 伝 送 工 学
レ ー ダ 工 学
波 動 工 学
電 波 航 法 工 学
デ ィ ジ タ ル 信 号 処 理

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

応 用 通 信 工 学
電 子 回 路 Ⅱ
応 用 プ ロ グ ラ ミ ン グ
電 波 法
通 信 材 料 Ⅱ
光 電 波 応 用 計 測
通 信 工 学 基 礎 英 語
通 信 工 学 英 語 講 読
特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

第

※授業科目は年度によって変わることがあります。

卒業研究（レーダ信号処理工学講座）：電子
海図情報表示装置による観測実験

卒業研究（通信ネットワーク研究室）：ネット
ワーク型遠隔制御の通信品質測定

光波工学Ⅱ：通信工学の応用科目を学び、卒業研究等の理解につなげる。
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ロ ボ テ ィ ク ス

情 報 工 学 基 礎 演 習

情 報 認 識 学

電 気 回 路

基礎インターネットプログラミング

基 礎 ア ル ゴ リ ズ ム 論

ᑓ㛛ᩘࡢ学ࢆ学ࡢࡵࡓࡪᇶ♏ᩘࡿ࡞࡜学ࡢᇶᮏ

ᴫᛕࢆ⩦ᚓࠋࡍࡲࡋ

情報工学実験Ⅰ：再構成可能素子（CPLD）によるプログラミングとハードウェア（IO）の制御の実習。実験では学生への個別指導が行なわれる。
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ロ ボ テ ィ ク ス

情 報 工 学 基 礎 演 習

情 報 認 識 学

電 気 回 路

基礎インターネットプログラミング

基 礎 ア ル ゴ リ ズ ム 論

ᑓ㛛ᩘࡢ学ࢆ学ࡢࡵࡓࡪᇶ♏ᩘࡿ࡞࡜学ࡢᇶᮏ

ᴫᛕࢆ⩦ᚓࠋࡍࡲࡋ

電算機講義室で実施される授業も多い。

卒業研究：暗号装置や自律ロボ
ットカー、画像解析等研究対象
の幅は広い。

実験は研究科学生とともに進め
られていく。 

※授業科目は年度によって変わることがあります。

情報工学科では、数学を専門とする数学
教育室のスタッフの指導のもとで専門の
数学を学び、数学に関する卒業研究を選
択することができます。
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材 料 プ ロ セ ス 学
安 全 と 材 料

卒業研究（金属材料研究室）：遠心鋳造過程における結晶成長の様子を映像化し、その機構について研究します。
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材 料 プ ロ セ ス 学
安 全 と 材 料

機能材料工学実験：金属の電気化学的特性を測定
します。

機能材料工学実験：材料の電気的性質の根本とな
る概念や法則を実験を通して学びます。

基礎電気回路の講義

材料英語講読：ゼミ形式で卒業研究に必要な高度な学習や英語論文
などを輪読します。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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　　　　　　　　　　   1．機械工学の基礎となる「４つの力学」
機械を動かすための動力の発生原理を学ぶ「熱力学」、流体の性質や動力としての活用を学ぶ「流体力学」、壊
れない機械に必要な材料の強さを学ぶ「材料力学」、機械の動きの性質を学ぶ「機械力学」、これら４つの「力

。すまし得修を礎基の学工械機な要必に」り創のも「、てし通を」学

４．機械工学の総仕上げ
卒業研究では、それまでに修得した機械工学に関する知識・技術を使って、学生が選んだテーマを教官の指
導を受けながら研究することで、未知の問題を自ら解決する能力を養います。

機 械 工 学 総 論
熱 力 学
流 体 力 学 Ⅰ
材 料 力 学 Ⅰ
機 械 材 料
機 械 力 学 Ⅰ
要 素 及 び 機 構 学
制 御 工 学 Ⅰ
計 測 工 学
加 工 学
コ ン ピ ュ ー タ 演 習
機 械 工 学 演 習 Ⅰ
機 械 工 学 演 習 Ⅱ

機 械 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

伝 熱 工 学
流 体 力 学 Ⅱ
材 料 力 学 Ⅱ
機 械 力 学 Ⅱ
材 料 強 度
自 動 車 工 学
精 密 加 工
制 御 工 学 Ⅱ
生 体 機 械 工 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2

コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析
熱 機 関
メ カ ト ロ ニ ク ス
熱 ・ 流 体 計 測
タ ー ボ 機 械
強 度 設 計
ビ ー ク ル ダ イ ナ ミ ク ス
シ ス テ ム 制 御
材 料 プ ロ セ ス
特 別 講 義
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2
2
2

２. 機械の性能を向上させる技術
機械を効率よく動かすための制御技術やコンピュータの活用術、電子工学や人間工学の融合により複雑な機
械の動きを可能にするメカトロニクスや生体機械工学、強度に優れた機械の材料を創り出す機械材料学、精
度よく効率的に部品を製作するための加工学などを実例に即した教育や演習を通して学びます。
３.「もの創り」の実践
モノの構想を具体化するのに必要な「設計と製図」を演習し、材料を加工して実際のモノを作る「基礎機械
実習」の体験を通して、「もの創り」の構想から製造までの過程や加工技術を学びます。

家電製品からロボットまで「もの創り」を学ぶ。

機械工学は、身の回りにある家電製品をはじめ、生活に欠かせない自動車などの工業製品から人と動物の
動きを模擬するロボット、宇宙探査のためのロケットやローバまで、あらゆる機械を生み出す「もの創り」
の学問です。
熱、流体、材料、機械運動など機械工学の基礎となる力学科目から、機械の制御、新材料の創成、加工の技
術、ロボットの設計など先端の題材を扱った科目まで、基礎と応用を体系的につないで学ぶことで、知的想
像力に富み、合理的で柔軟な思考力を持つ人材の育成を目指します。

ロボットアームを思い通りに動かすために必要
なモータ制御の知識や動作の作り方について学
習します。

■生体機械工学
人の動作の仕組み、生命維持、生物の動きにつ
いて、機械力学、機構学、材料力学、流体力学な
どの観点から、工学としてとらえて理解します。

■機械工学創造実習
これまでに学んだ知識を活用して、設計から製
作、試験まで「もの創り」の一連の過程を実体
験で学びます。

基 礎 機 械 実 習

機 械 設 計 製 図
機 械 工 学 創 造 実 習

卒業研究（自動車実験室）：模型車両を使った実験により軟らかい地面での走行性を調べる。

卒業研究（制御加工実験室）：大型基板用超精密研磨
装置の開発を通して精密加工を学ぶ。
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　　　　　　　　　　   1．機械工学の基礎となる「４つの力学」
機械を動かすための動力の発生原理を学ぶ「熱力学」、流体の性質や動力としての活用を学ぶ「流体力学」、壊
れない機械に必要な材料の強さを学ぶ「材料力学」、機械の動きの性質を学ぶ「機械力学」、これら４つの「力

。すまし得修を礎基の学工械機な要必に」り創のも「、てし通を」学

４．機械工学の総仕上げ
卒業研究では、それまでに修得した機械工学に関する知識・技術を使って、学生が選んだテーマを教官の指
導を受けながら研究することで、未知の問題を自ら解決する能力を養います。

機 械 工 学 総 論
熱 力 学
流 体 力 学 Ⅰ
材 料 力 学 Ⅰ
機 械 材 料
機 械 力 学 Ⅰ
要 素 及 び 機 構 学
制 御 工 学 Ⅰ
計 測 工 学
加 工 学
コ ン ピ ュ ー タ 演 習
機 械 工 学 演 習 Ⅰ
機 械 工 学 演 習 Ⅱ

機 械 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
6

伝 熱 工 学
流 体 力 学 Ⅱ
材 料 力 学 Ⅱ
機 械 力 学 Ⅱ
材 料 強 度
自 動 車 工 学
精 密 加 工
制 御 工 学 Ⅱ
生 体 機 械 工 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2

コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析
熱 機 関
メ カ ト ロ ニ ク ス
熱 ・ 流 体 計 測
タ ー ボ 機 械
強 度 設 計
ビ ー ク ル ダ イ ナ ミ ク ス
シ ス テ ム 制 御
材 料 プ ロ セ ス
特 別 講 義
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2
2
2

２. 機械の性能を向上させる技術
機械を効率よく動かすための制御技術やコンピュータの活用術、電子工学や人間工学の融合により複雑な機
械の動きを可能にするメカトロニクスや生体機械工学、強度に優れた機械の材料を創り出す機械材料学、精
度よく効率的に部品を製作するための加工学などを実例に即した教育や演習を通して学びます。
３.「もの創り」の実践
モノの構想を具体化するのに必要な「設計と製図」を演習し、材料を加工して実際のモノを作る「基礎機械
実習」の体験を通して、「もの創り」の構想から製造までの過程や加工技術を学びます。

家電製品からロボットまで「もの創り」を学ぶ。

機械工学は、身の回りにある家電製品をはじめ、生活に欠かせない自動車などの工業製品から人と動物の
動きを模擬するロボット、宇宙探査のためのロケットやローバまで、あらゆる機械を生み出す「もの創り」
の学問です。
熱、流体、材料、機械運動など機械工学の基礎となる力学科目から、機械の制御、新材料の創成、加工の技
術、ロボットの設計など先端の題材を扱った科目まで、基礎と応用を体系的につないで学ぶことで、知的想
像力に富み、合理的で柔軟な思考力を持つ人材の育成を目指します。

ロボットアームを思い通りに動かすために必要
なモータ制御の知識や動作の作り方について学
習します。

■生体機械工学
人の動作の仕組み、生命維持、生物の動きにつ
いて、機械力学、機構学、材料力学、流体力学な
どの観点から、工学としてとらえて理解します。

■機械工学創造実習
これまでに学んだ知識を活用して、設計から製
作、試験まで「もの創り」の一連の過程を実体
験で学びます。

基 礎 機 械 実 習

機 械 設 計 製 図
機 械 工 学 創 造 実 習

卒業研究（機械力学実験室）：振り子を使った振
動伝搬の実験

卒業研究（強度設計実験室）：衝撃変形試験装置
によって自動車衝突時の材料強度特性を調べる。

卒業研究（機械材料実験室）：PAS（Plasma 
Activated Sintering）装置を用いたセラミック粉
末の加圧焼結実験。

卒業研究（計測制御実験室）：RCヘリコプタの飛行制御実験のための模型諸元計測

※授業科目は年度によって変わることがあります。

3�



流 体 力 学 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 運 動 学
材 料 力 学 Ⅰ
熱 力 学
機 械 シ ス テ ム 材 料 Ⅰ
機 械 力 学 Ⅰ
制 御 工 学 Ⅰ
計 測 工 学
コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析 Ⅰ
機 械 工 作
機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 設 計 製 図 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 設 計 製 図 Ⅱ
も の づ く り と 機 械 要 素 設 計
機 械 シ ス テ ム 実 験 ・ 実 習
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
1
6

電 気 電 子 工 学
機 械 シ ス テ ム 数 学
流 体 力 学 Ⅱ
材 料 力 学 Ⅱ
内 燃 機 関
船 舶 工 学 Ａ
流 体 機 械
機 械 力 学 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 材 料 Ⅱ
船 舶 工 学 Ｂ
コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析 Ⅱ
制 御 工 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ガ ス タ ー ビ ン
精 密 加 工
艦 艇 工 学 特 論
艦 艇 工 学 概 論
高 温 強 度
ロ ボ ッ ト ・ メ カ ト ロ ニ ク ス
特 別 講 義 Ⅰ ( 工 学 と 装 備 開 発 )
特 別 講 義 Ⅱ
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
1
2
2

機械システム工学科では、幹部自衛官として最新の装備品を運用し、また、将来装備品の開発に携わることができる

知識・技術的判断力と柔軟な発想を育てることを教育目標としています。このため本学科では、力学、制御、熱エネ

ルギー、流体、材料、加工、船舶・海洋など機械工学の基礎知識を授けるとともに、実験、演習、実習を重視し、設

計製図や卒業研究を通じて最新のロボット、コンビュータ応用技術やエンジンなどの機械システムに関する理論と応

用について教育し、これを統合・体系化できる能力を養成します。

基礎学問として、①熱力学、流体力学、材料力学、機械力学の4力学、②制御工学と機
械運動学、③機械材料と機械工作法、④コンピュータによる解析及び設計、等について
学ぶとともに、工作実習や実験を通じ、実際に物に触れて「知識を確認」します。
また、学生の興昧に基づく選択によって、⑤ガソリンエンジンやガスタービンなどの

原理と構造、⑥流体機器及び油圧制御システム、⑦ロボッ卜・メ力卜口二クス、⑧先端
材料とその創成法及び精密加工技術、⑨海洋構造物や艦艇に関する流体構造力学等の
教育を受けることが出来ます。
卒業研究では研究科の学生と一緒に最新の研究課題に取り組み、技術的諸問題の解

決法と研究成果をまとめ、発表する力を養います。

卒業研究（制御工学実験室）：複数の関節をもつロボットアームを用いた運動制御実験
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流 体 力 学 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 運 動 学
材 料 力 学 Ⅰ
熱 力 学
機 械 シ ス テ ム 材 料 Ⅰ
機 械 力 学 Ⅰ
制 御 工 学 Ⅰ
計 測 工 学
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機 械 工 作
機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 演 習 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 設 計 製 図 Ⅰ
機 械 シ ス テ ム 設 計 製 図 Ⅱ
も の づ く り と 機 械 要 素 設 計
機 械 シ ス テ ム 実 験 ・ 実 習
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
2
1
6
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機 械 力 学 Ⅱ
機 械 シ ス テ ム 材 料 Ⅱ
船 舶 工 学 Ｂ
コ ン ピ ュ ー タ 応 用 解 析 Ⅱ
制 御 工 学 Ⅱ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

ガ ス タ ー ビ ン
精 密 加 工
艦 艇 工 学 特 論
艦 艇 工 学 概 論
高 温 強 度
ロ ボ ッ ト ・ メ カ ト ロ ニ ク ス
特 別 講 義 Ⅰ ( 工 学 と 装 備 開 発 )
特 別 講 義 Ⅱ
専門英語Ⅰ(機械・機械システム)
専門英語Ⅱ(機械・機械システム)
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
1
2
2

機械システム工学科では、幹部自衛官として最新の装備品を運用し、また、将来装備品の開発に携わることができる

知識・技術的判断力と柔軟な発想を育てることを教育目標としています。このため本学科では、力学、制御、熱エネ

ルギー、流体、材料、加工、船舶・海洋など機械工学の基礎知識を授けるとともに、実験、演習、実習を重視し、設

計製図や卒業研究を通じて最新のロボット、コンビュータ応用技術やエンジンなどの機械システムに関する理論と応

用について教育し、これを統合・体系化できる能力を養成します。

基礎学問として、①熱力学、流体力学、材料力学、機械力学の4力学、②制御工学と機
械運動学、③機械材料と機械工作法、④コンピュータによる解析及び設計、等について
学ぶとともに、工作実習や実験を通じ、実際に物に触れて「知識を確認」します。
また、学生の興昧に基づく選択によって、⑤ガソリンエンジンやガスタービンなどの

原理と構造、⑥流体機器及び油圧制御システム、⑦ロボッ卜・メ力卜口二クス、⑧先端
材料とその創成法及び精密加工技術、⑨海洋構造物や艦艇に関する流体構造力学等の
教育を受けることが出来ます。
卒業研究では研究科の学生と一緒に最新の研究課題に取り組み、技術的諸問題の解

決法と研究成果をまとめ、発表する力を養います。

卒業研究（機械運動実験室）：自律的に操舵・制駆動できる超小型EVを用い、ドライバーへの運転支援を設計する。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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基 礎 空 気 力 学
航 空 熱 力 学
航 空 材 料 力 学
航 空 宇 宙 工 学 通 論
航 空 宇 宙 エ ン ジ ン 序 論
航 空 機 力 学
宇 宙 航 行 理 論
航 空 制 御 工 学 Ⅰ
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅰ
衛 星 利 用 概 論
航 空 宇 宙 工 学 設 計 製 図 学
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅰ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅱ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅲ
航 空 宇 宙 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
6

空 気 力 学 Ⅰ
航 空 機 構 造 力 学
高 速 空 気 力 学
航 空 宇 宙 基 礎 数 学
航 空 機 性 能 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学
超 音 速 航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
コ ン ピ ュ ー タ 解 析
航 空 制 御 工 学 Ⅱ
宇 宙 環 境 利 用
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅱ
航 空 シ ス テ ム 設 計
航 空 宇 宙 機 器 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
空 気 力 学 Ⅱ
高 速 航 空 概 論
航 空 宇 宙 構 造 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学 通 論
航 空 飛 翔 体 振 動 学
飛 行 制 御 シ ス テ ム
宇 宙 シ ス テ ム 設 計
飛 翔 体 誘 導 概 論
衛 星 設 計

）宙宇空航（ Ⅰ  語英門専
）宙宇空航（ Ⅱ  語英門専

特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

基礎空気力学

卒業研究（フライトシミュレータ実験室）：T-4 練習機のフライトシミュレータ。急激に旋回すれば機体が破損するシミュレーションもプログラムされている。

��



基 礎 空 気 力 学
航 空 熱 力 学
航 空 材 料 力 学
航 空 宇 宙 工 学 通 論
航 空 宇 宙 エ ン ジ ン 序 論
航 空 機 力 学
宇 宙 航 行 理 論
航 空 制 御 工 学 Ⅰ
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅰ
衛 星 利 用 概 論
航 空 宇 宙 工 学 設 計 製 図 学
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅰ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅱ
航 空 宇 宙 工 学 演 習 Ⅲ
航 空 宇 宙 工 学 実 験
卒 業 研 究

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
6

空 気 力 学 Ⅰ
航 空 機 構 造 力 学
高 速 空 気 力 学
航 空 宇 宙 基 礎 数 学
航 空 機 性 能 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学
超 音 速 航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
コ ン ピ ュ ー タ 解 析
航 空 制 御 工 学 Ⅱ
宇 宙 環 境 利 用
ヘ リ コ プ タ 工 学 Ⅱ
航 空 シ ス テ ム 設 計
航 空 宇 宙 機 器 学

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

航 空 ジ ェ ッ ト エ ン ジ ン
空 気 力 学 Ⅱ
高 速 航 空 概 論
航 空 宇 宙 構 造 設 計
ロ ケ ッ ト 工 学 通 論
航 空 飛 翔 体 振 動 学
飛 行 制 御 シ ス テ ム
宇 宙 シ ス テ ム 設 計
飛 翔 体 誘 導 概 論
衛 星 設 計

）宙宇空航（ Ⅰ  語英門専
）宙宇空航（ Ⅱ  語英門専

特 別 講 義
理 工 学 専 攻 他 学 科 の 専 門 科 目

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1～2

基礎空気力学

卒業研究（ヘリコプタ実験室）：ヘリコプ
タ・ロータの力学や流れの様子を飛行特
性測定装置により理解する。

卒業研究（低速風洞実験室）：ゲッチンゲン風洞で、航空機
の空力特性を理解する。

※授業科目は年度によって変わることがあります。
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水理・土質実験：人工的に波を発生させ、水や土砂基盤の性質や運動を理解する。

沈水植性まわりの流れ

��



環境地盤工学：水質測定

土壌の成分分析

防災構造学：砂防構造物の実験

20世紀日本の建設技術の頂点：明石海峡大橋

社会基盤と自然環境との調和をはかる
建設環境工学
（防衛大学校からの東京湾遠望）

※授業科目は年度によって変わることがあります。

��



学際・国際教育 １ 危機管理プログラム

21世紀の現代にあっては、安全保障環境の不確実性、不透明性、自衛隊の任務の地理的、機能的な拡大等が加
速度的に進行しています。 このような事態への対応力を高めるため、危機の予測、回避、対処、再発防止に関す
る危機管理学と、それを技術的に支える方法論について学習します。

（主なプログラム科目）
　「危機リスク管理原論」、「危機管理政策」、「危機事案研究」、「災害組織論」
　「安全と防災の化学」、「バイオセキュリティー概論」、「震災工学」、「土木地理学」　　

２ 安全科学プログラム

防衛・防災システムが非常事態において正しく機能するためには、システム全体が健全な状態に保たれてい
なくてはなりません。そこで、従来の自然科学、工学、人文社会科学や身体運動の科学といった枠を超え、非常
事態という特殊かつ極限的な環境において、人間を含めた組織、機能の安全を保障する総合的な科学技術体
系を構築するための基礎について学びます。

（主なプログラム科目）
　「安全科学総論」、「放射線の科学」、「システム工学」、「情報セキュリティ概論」、
　「強度設計」、「船舶工学」、「飛行制御システム」、「大規模災害概論」、「身体と運動の科学」

３ 生命科学プログラム

近代科学の発展は、他方で危険な微生物や化学物質による安全保障上の新たな脅威をもたらしています。こ
うした生命環境の変化に対応し、生物・化学兵器対処や、汚染の除去といった自衛隊に新たに求められる任
務遂行に必要な、生命化学等に関する基本知識と生命科学分野における課題を化学の基礎に基づいて理解し
解決するための基礎を学びます。

（主なプログラム科目）
　「生命化学」、「生命システム解析学」、「微生物学」、「安全と防災の化学」、
　「生命と情報」、「科学と倫理」

４ 国際交流プログラム

自衛隊活動の国際化に対応して、多文化理解の素養や国際的なコミュニケーション能力を集中的に習得しま
す。具体的には、さまざまな国々の文化、英語以外の第二外国語の会話を重視した基礎知識、そしてインター
ネットとともに発達した新しいメディアによる多様な国際的なコミュニケーションの可能性などを学びます。

（主なプログラム科目）
　「多文化交流論」、「異文化コミュニケーション概論」、「日本・アジア史研究」
　「地域研究」、「地域情報学」、「インターネットメディアコミュニケーション」
　「独・仏・中・露・朝鮮・アラビア・ポルトガル語特講」

　人社系3学科、理工系11学科による専門教育以外に、専攻や学群・学科の垣根を越えて柔軟な科目履修を可
能とする、新たな教育プログラム制度が2012年度からスタートしています。この制度は、各学科の必修科目等
をコアとし、教養教育科目だけでなく、他学科・他専攻の特色ある科目を有機的に組み合わせたり、新科目を共
同で開発するなどして、各学科の主たる教育体系を損なうことなく時代の趨勢に応じた新たな教育分野を展開す
ることができるようにしたものです。
　現在、学際教育分野には、本校の特色を生かした ｢危機管理 ｣｢ 安全科学 ｣｢ 生命科学 ｣の 3つのテーマ別プロ
グラムがあり、プログラム履修を希望すれば、所属学科以外の複数学科にまたがる教育科目を各テーマに沿って
学ぶことができ、学際的な視点から準専門的知識を取得し、視野を広げ、総合的な問題解決能力を高める素地が
得られます。また、これらとは別に異文化コミュニケーションに重点を置いた国際教育分野には国際交流プログ
ラムがあります。
　皆さんは、2学年に進級後、各学科のプログラム・コースごとに指定された科目群の中から必要な単位を修得
すれば、各プログラムの修了証書を受け取ることができます。なお、いずれのプログラムも修了のために卒業に
必要な単位が増加することはありません。

専門・選択
【発展科目】

専門・選択必修
【基礎的展開科目】

専　門（必修）
【各専門基幹科目】

専門基礎
【各専攻共通基礎科目】

教養教育等　全学共通基盤教育
【自然科学、国際・社会科学、人文・歴史科学、外国語、体育学、防衛学】

危
機
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
受
講
対
象
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政
策
・
国
際
関
係
学
科
）
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ロ
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学
科
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ロ
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際
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　全
学
科
）

専門教育 学際教育 国際教育
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学際・国際教育 １ 危機管理プログラム

21世紀の現代にあっては、安全保障環境の不確実性、不透明性、自衛隊の任務の地理的、機能的な拡大等が加
速度的に進行しています。 このような事態への対応力を高めるため、危機の予測、回避、対処、再発防止に関す
る危機管理学と、それを技術的に支える方法論について学習します。

（主なプログラム科目）
　「危機リスク管理原論」、「危機管理政策」、「危機事案研究」、「災害組織論」
　「安全と防災の化学」、「バイオセキュリティー概論」、「震災工学」、「土木地理学」　　

２ 安全科学プログラム

防衛・防災システムが非常事態において正しく機能するためには、システム全体が健全な状態に保たれてい
なくてはなりません。そこで、従来の自然科学、工学、人文社会科学や身体運動の科学といった枠を超え、非常
事態という特殊かつ極限的な環境において、人間を含めた組織、機能の安全を保障する総合的な科学技術体
系を構築するための基礎について学びます。

（主なプログラム科目）
　「安全科学総論」、「放射線の科学」、「システム工学」、「情報セキュリティ概論」、
　「強度設計」、「船舶工学」、「飛行制御システム」、「大規模災害概論」、「身体と運動の科学」

３ 生命科学プログラム

近代科学の発展は、他方で危険な微生物や化学物質による安全保障上の新たな脅威をもたらしています。こ
うした生命環境の変化に対応し、生物・化学兵器対処や、汚染の除去といった自衛隊に新たに求められる任
務遂行に必要な、生命化学等に関する基本知識と生命科学分野における課題を化学の基礎に基づいて理解し
解決するための基礎を学びます。

（主なプログラム科目）
　「生命化学」、「生命システム解析学」、「微生物学」、「安全と防災の化学」、
　「生命と情報」、「科学と倫理」

４ 国際交流プログラム

自衛隊活動の国際化に対応して、多文化理解の素養や国際的なコミュニケーション能力を集中的に習得しま
す。具体的には、さまざまな国々の文化、英語以外の第二外国語の会話を重視した基礎知識、そしてインター
ネットとともに発達した新しいメディアによる多様な国際的なコミュニケーションの可能性などを学びます。

（主なプログラム科目）
　「多文化交流論」、「異文化コミュニケーション概論」、「日本・アジア史研究」
　「地域研究」、「地域情報学」、「インターネットメディアコミュニケーション」
　「独・仏・中・露・朝鮮・アラビア・ポルトガル語特講」
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第１学年時の訓練課程はすべて共通訓練であり、その内容は、敬礼や行進等の
自衛官の動作の基礎となる基本教練をはじめ、８ｋｍ遠泳、戦闘訓練、小銃射
撃、富士登山、カッター、陸上・海上・航空自衛隊研修等を行います。

第２次世界大戦中に日米の激戦地であった硫黄島の研修を行い、過去の戦跡に
学びます。

入校直後の１学年に対し、基本教練の教育を行い、教官としての実習を行いま
す。また拳銃の射撃を行います。

スキー訓練を新潟県の妙高高原において約１週間行います。

訓練課程は、各学年全員が同じ訓練を行う共通訓練と、第２学年において陸上・海上・航空要員に指定され
た後行う要員訓練に区分されます。
訓練は、毎週２時間程度実施される課程訓練と年間を通じ集中（１か月の訓練を１回、１週間の訓練を２回
程度）して実施される定期訓練をもって行われます。

防衛大学校卒業後、各級陸上部隊の指揮官や幕僚となるため、陸上自衛官の野外
行動の習得に始まり、徐々に隊員や部隊を運用する知識や技術を学びます。

防衛大学校卒業後、海上自衛隊各部隊の指揮官や幕僚となるため、シーマンシップ
の習得に始まり、主に艦艇乗組員として必要な基礎的知識を学びます。

群馬県の相馬原演習場において約１か月間、射撃や戦闘訓練などを行い、野外にお
ける行動能力を養います。

東京湾にてカッター及びクルーザーヨット訓練などを行い、船乗りとしての基礎を学び
ます。また、練習艦での乗艦実習のほか、広島県江田島市にある海上自衛隊幹部候
補生学校（旧海軍兵学校）、潜水艦を研修します。

防衛大学校卒業後、航空自衛隊の多種多様な部隊等における指揮官や幕僚等と
なるため、航空自衛隊での座学等に始まり、徐々に組織的な部隊の運用要領を学び
ます。

グライダーに搭乗する訓練により、空中で勤務することの特性について体得するほ
か、整備、管制や気象などの航空機を運用するにあたり必要な基礎事項について主
に座学により学びます。

航空団を編成し、学生自らが指揮官となってグライダーを運用する訓練を行い、組織
的な部隊運用要領を学びます。また、基礎的な作戦について図上演習を行います。

戦闘機を有する基地で約４週間、基地の隊員と起居を共にして基地勤務の実習を行
います。この間、小型ジェット機への搭乗の他、基地に所在する多種多様な部隊で実
習等を行います。

護衛艦に乗り込んで各地を訪問する乗艦実習と、航空部隊の実習を行うほか、慣海
性を養成するため、クルーザーヨットを使用した巡航訓練を行います。

機動艇を使用した巡航訓練や護衛艦での乗艦実習にてシーマンシップを養成すると
ともに、航海シュミレーターを使用した訓練を実施し、艦艇勤務の基礎を学びます。

全国各地の普通科部隊に派遣されて約１か月間、第一線部隊の隊員と起居を共に
して部隊勤務の実習を行います。

北海道の東千歳演習場一帯で約１か月間、戦闘訓練等で小部隊の指揮・運用要領
を学びます。この訓練の最終段階では、連続４日間の攻撃や防御等の戦術行動を実
戦さながらに行います。

春季定期訓練（基本教練）

夏季定期訓練（海上自衛隊研修） 小銃射撃

８㎞遠泳
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第１学年時の訓練課程はすべて共通訓練であり、その内容は、敬礼や行進等の
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訓練課程は、各学年全員が同じ訓練を行う共通訓練と、第２学年において陸上・海上・航空要員に指定され
た後行う要員訓練に区分されます。
訓練は、毎週２時間程度実施される課程訓練と年間を通じ集中（１か月の訓練を１回、１週間の訓練を２回
程度）して実施される定期訓練をもって行われます。

防衛大学校卒業後、各級陸上部隊の指揮官や幕僚となるため、陸上自衛官の野外
行動の習得に始まり、徐々に隊員や部隊を運用する知識や技術を学びます。

防衛大学校卒業後、海上自衛隊各部隊の指揮官や幕僚となるため、シーマンシップ
の習得に始まり、主に艦艇乗組員として必要な基礎的知識を学びます。

群馬県の相馬原演習場において約１か月間、射撃や戦闘訓練などを行い、野外にお
ける行動能力を養います。
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なるため、航空自衛隊での座学等に始まり、徐々に組織的な部隊の運用要領を学び
ます。

グライダーに搭乗する訓練により、空中で勤務することの特性について体得するほ
か、整備、管制や気象などの航空機を運用するにあたり必要な基礎事項について主
に座学により学びます。

航空団を編成し、学生自らが指揮官となってグライダーを運用する訓練を行い、組織
的な部隊運用要領を学びます。また、基礎的な作戦について図上演習を行います。
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習等を行います。

護衛艦に乗り込んで各地を訪問する乗艦実習と、航空部隊の実習を行うほか、慣海
性を養成するため、クルーザーヨットを使用した巡航訓練を行います。

機動艇を使用した巡航訓練や護衛艦での乗艦実習にてシーマンシップを養成すると
ともに、航海シュミレーターを使用した訓練を実施し、艦艇勤務の基礎を学びます。

全国各地の普通科部隊に派遣されて約１か月間、第一線部隊の隊員と起居を共に
して部隊勤務の実習を行います。

北海道の東千歳演習場一帯で約１か月間、戦闘訓練等で小部隊の指揮・運用要領
を学びます。この訓練の最終段階では、連続４日間の攻撃や防御等の戦術行動を実
戦さながらに行います。

戦闘訓練

乗艦実習

グライダー訓練
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D  E  C  E  M  B  E  R

全学年が約１か月間、集中して訓練を行います。

日頃の教育や訓練成果を見せる、いわゆる学園
祭ですが、観閲式、訓練展示、棒倒し等、防大なら
ではの行事や展示が行われます。

第３学年が１週間、集中して訓練を行います。また、
期間中に硫黄島の研修も行います。

全学年が約10日間、休暇を付与されます。

第２学年が約１週間、スキー訓練を行います。

第３学年が参加する、クロスカントリーです。チームで走
破し、一番遅い学生のタイムがチームのタイムとなるた
め、お互いに助け、励まし合いながらチーム一丸となって
ゴールを目指します。

第４学年が参加する、卒業前の最後の競技会です。各
幹部候補生学校への入校を前に体力・気力（精神力）
を充実させます。

第１学年が７月下旬に実施します。第１学年にとって
最初の試練です。

全学年が参加する競技会です。一般的な競泳のほ
か、作業服及び足ヒレを装着して泳ぐリレーなど、防大
ならではの種目も含まれています。

全学年が約3週間、休
暇を付与されます。

第１学年が約１週間、山梨県の北富士演習場で
集中して訓練を行います。

水泳競技会

断郊競技会

前期定期試験

第3学年及び第4学年が3日間、集中して訓練を行い
ます。

卒業前・進級前訓練

入学後教育
(第１学年)

全学年が１週間、集中し
て訓練を行います。第１
学年は基本教練等防大で
生活するための基礎を学
びます。

第２学年が参加する防大伝統の競
技会です。

入校式

夏季定期訓練（陸上要員）

校友会夏合宿（ラグビー部）

水泳競技会

前期定期試験

カッター競技会（第２学年）

遠泳（第１学年）
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か、作業服及び足ヒレを装着して泳ぐリレーなど、防大
ならではの種目も含まれています。

全学年が約3週間、休
暇を付与されます。

第１学年が約１週間、山梨県の北富士演習場で
集中して訓練を行います。

水泳競技会
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前期定期試験

第3学年及び第4学年が3日間、集中して訓練を行い
ます。

卒業前・進級前訓練
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(第１学年)

全学年が１週間、集中し
て訓練を行います。第１
学年は基本教練等防大で
生活するための基礎を学
びます。

第２学年が参加する防大伝統の競
技会です。

棒倒し

音楽部合唱

模擬店

訓練展示

観閲式

断郊競技会（クロスカントリー）（第３学年）

卒業式

演劇祭
持続走競技会（第４学年）
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ミャンマー

ロシア
カナダ

ミャンマー

国境を越えた戦場－多国間協力とリーダーシップ

軍のリーダーシップにおける課題：変化する戦場
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ミャンマー

ロシア
カナダ

ミャンマー

国境を越えた戦場－多国間協力とリーダーシップ

軍のリーダーシップにおける課題：変化する戦場
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自習室：個人ごとに自習スペースがあります。 寝室：ベッドとロッカーが置かれています。

洗面所

学生舎

集会室

シャワー室 洗濯室

乾燥室

防衛大学校の学生は入校と同時に全員学生舎での団体生
活を送ります。
学生舎では第１学年～第４学年まで２人ずつの８名（基
準）で２室（自習室と寝室）を使用します。
学生舎には集会室、シャワー室、洗濯室などが完備され
ています。
学生舎での生活は、将来幹部自衛官となるべき資質を養
う場でもあります。したがって一般の学生寮とは異なる
規則正しい生活を送ります。最初はそれまでの自由な生
活と異なりとまどいや不安もあると思いますが、よき先
輩や後輩、生涯にわたるかけがえのない友人にも出逢え
る機会となります。また、海外からの留学生も学生舎生
活を送っており、国際交流の場にもなっています。
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観閲式（開校記念祭）における学生隊の行進

第 1大隊旗（赤） 第 2大隊旗（青） 第 3大隊旗（緑） 第 4大隊旗（橙）

学生隊とは、学生相互の理解を深め、融和団結を図り、
学生の共同生活を円滑にし、あわせて学生に部隊指揮及
び業務処理の基礎的能力を修得させることを目的とし
た、学生をもって編成される学生組織です。防衛大学校
の学生は入校と同時に全員学生隊に所属することになり
ます。
学生隊の運営は訓練部長以下、各指導教官（幹部自衛官）
の指導のもとに各学生長、週番学生等によって自主的に
行われています。また、教育や訓練、各種競技会など校
内における行事は学生隊を主体として行われます。
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17:15

硬式野球部

ラグビー部

射撃部

ワンダーフォーゲル部

少林寺拳法部

空手道部

水泳部（水球パート）

自転車競技部

ダイビング同好会

応援團リーダー部 フェンシング部 体操部
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防衛大学校では決められた日課に従って規則正しい生活が送られています。
防大生の多忙な１日を、起床から就寝まで時間を追って紹介します。

身のまわりのこと
は自分で行います。
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隊司令、群司令、艦・艦長や航空機の機長などの指揮官、学校教
官等及び海上幕僚監部等司令部での勤務

戦闘機・輸送機パイロット、ミサイル、レーダー等運用指揮官、学
校教官等及び航空幕僚監部等司令部での勤務

防衛大学校、内部部局、統合幕僚監部、情報本部、防衛装
備庁、防衛監察本部等での勤務

究能力及びその基礎となる学識を

独立行政法人大学改革支援・学位
授与機構が実施する、論文の審査
と試験に合格すると、博士（安全保
障学）の学位が授与されます。

陸上は約10ヶ月の幹部候補生学校での教育訓練と約２ヶ月の部隊勤務等を経て、防衛大学校卒業後約１年で

幹部自衛官（３等陸尉）に任命されます。
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隊司令、群司令、艦・艦長や航空機の機長などの指揮官、学校教
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究能力及びその基礎となる学識を

独立行政法人大学改革支援・学位
授与機構が実施する、論文の審査
と試験に合格すると、博士（安全保
障学）の学位が授与されます。

陸上は約10ヶ月の幹部候補生学校での教育訓練と約２ヶ月の部隊勤務等を経て、防衛大学校卒業後約１年で

幹部自衛官（３等陸尉）に任命されます。

総合安全保障研究科学生による研究論文の発表ドップラーレーダーによる気象観測 半導体試料作製

理工学研究科学生による
実験・演習
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大学改革支援・学位授与機構

未成年はもちろん

大学改革支援・学位授与機構

大学改革支援

114,300 30

377,190
80,000

転職はできるの？

階
級

幹
部
候
補
生
学
校

防
衛
大
学
校（
４
年
）

陸

海

空

共
通

曹長
（1年）

幹部初級課程
幹部特技課程

指揮幕僚課程
幹部専攻課程

中級幹部
特技課程

幹部任務課程

指揮幕僚課程 幹部高級課程幹部普通課程幹部術科課程

初級幹部特技課程

幹部上級課程

小隊長

各職域の長

各職域の長・航空機操縦士

学校教官 統合幕僚学校

防衛駐在官防大研究科

（　）は次の階級へ昇任するのに必要な最低の年数

一般大学・国内外大学院 外国軍学校留学

隊長 群司令 団司令
航空方面隊司令官

隊司令 群司令・艦隊司令官艦長艇長

中隊長 大隊長 連隊長 団長・師団長

指揮幕僚課程
技術高級課程

幹部高級課程

幹部高級課程

２尉
（３年）

１尉
（５年）

３佐
（３年）

２佐
（４年）

１佐
（６年）

将補
将

３尉
（２年）

開校記念祭（模擬店）
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観閲式における学生隊の行進
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から

から

から

昭和27年８月
昭和28年４月

昭和29年７月
昭和30年３月
昭和32年３月
昭和33年４月

昭和37年４月
昭和39年３月
昭和49年４月
平成元年４月

平成２年４月
平成３年９月
平成４年３月
平成４年４月
平成８年３月

平成８年４月
平成９年４月
平成11年３月
平成12年４月

平成13年４月
平成16年３月
平成17年４月

平成21年４月

平成24年３月
平成24年９月
平成25年３月
平成27年４月
平成28年４月
平成30年４月

保安庁の付属機関として保安大学校を設置
横須賀市久里浜の校舎で開校　本科第１期（理工学
専攻）学生入校
防衛庁設置法の施行に伴い、校名を防衛大学校と改称
横須賀市小原台の新校舎に移転
本科第１期学生卒業
タイ王国留学生１名を受け入れ、外国人に対する教育
訓練がスタート
理工学研究科第１期学生入校
理工学研究科第１期学生卒業
本科人文・社会科学専攻開設
本科教育課程の専門区分改正（理工学専攻の６専門
区分を14学科に、人文・社会科学専攻の２専門区分を
２学科に）
留学生に対し、日本語教育がスタート
本科推薦採用試験制度開始
卒業生に学位授与機構（文部省）から学位授与開始
本科女子第１期学生入校
本科女子第１期学生卒業

理工学研究科教育課程の改革（専門・系列を専攻・大講座に）
総合安全保障研究科第１期学生入校
総合安全保障研究科第１期学生卒業
本科の組織改編（６学群、14学科（理工系11、人社系3）、
７教育室に）
理工学研究科後期課程（博士課程）第１期学生入校
理工学研究科後期課程（博士課程）第１期学生卒業
副校長を増設　学術情報センターを新設
防衛学教育学群に安全保障危機管理教育センターを新設
総合安全保障研究科後期課程（博士課程）第１期学
生入校
図書館と学術情報センターを統合し、総合情報図書館を新設
総合安全保障研究科後期課程（博士課程）第1期学生卒業
本科総合選抜採用試験制度開始
本科一般採用試験（後期日程）制度開始
教務部に教養教育センター、国際交流センターを新設
総合情報図書館にグローバルセキュリティセンターを新設
教育研究推進室、教養教育センター、国際交流センター及びグ
ローバルセキュリティセンターを統合し先端学術推進機構を新設
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札幌 〒060-0004 札幌市中央区北４条西15丁目1 011-631-5472 http://www.mod.go.jp/pco/sapporo/

函館 〒042-0934 函館市広野町6-25 0138-53-6241 http://www.mod.go.jp/pco/hakodate/

旭川 〒070-0902 旭川市春光町国有無番地 0166-51-6055 http://www.mod.go.jp/pco/asahikawa/

帯広 〒080-0024 帯広市西14条南14丁目4 0155-23-5882 http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/

青森 〒030-0861 青森市長島1丁目3-5　青森第２合同庁舎2F 017-776-1594 http://www.mod.go.jp/pco/aomori/

岩手 〒020-0023 盛岡市内丸7番25号　盛岡合同庁舎2F 019-623-3236 http://www.mod.go.jp/pco/iwate/

宮城 〒983-0842 仙台市宮城野区五輪1丁目3-15　仙台第３合同庁舎1F 022-295-2612 http://www.mod.go.jp/pco/miyagi/

秋田 〒010-0951 秋田市山王4丁目3-34 018-823-5404 http://www.mod.go.jp/pco/akita/

山形 〒990-0041 山形市緑町1-5-48　山形地方合同庁舎1・2F 023-622-0712 http://www.mod.go.jp/pco/yamagata/

福島 〒960-8162 福島市南町86 024-546-1920 http://www.mod.go.jp/pco/fukushima/

茨城 〒310-0011 水戸市三の丸3丁目11-9 029-231-3315 http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/

栃木 〒320-0043 宇都宮市桜5丁目1-13　宇都宮地方合同庁舎2F 028-634-3385 http://www.mod.go.jp/pco/tochigi/

群馬 〒371-0805 前橋市南町3丁目64-12 027-221-4471 http://www.mod.go.jp/pco/gunma/

埼玉 〒330-0061 さいたま市浦和区常盤4丁目11-15　浦和地方合同庁舎3F 048-831-6043 http://www.mod.go.jp/pco/saitama/

千葉 〒263-0021 千葉市稲毛区轟町1丁目1-17 043-251-7151 http://www.mod.go.jp/pco/chiba/

東京 〒160-0022 新宿区新宿6丁目27-30　新宿イーストサイドスクエア5F 03-3260-0543 http://www.mod.go.jp/pco/tokyo/

神奈川 〒231-0023 横浜市中区山下町253-2 045-662-9429 http://www.mod.go.jp/pco/kanagawa/

新潟 〒950-8627 新潟市中央区美咲町1丁目1番1号　新潟美咲合同庁舎１号館7F 025-285-0515 http://www.mod.go.jp/pco/niigata/

山梨 〒400-0031 甲府市丸の内1丁目1番18号　甲府合同庁舎2F 055-253-1591 http://www.mod.go.jp/pco/yamanashi/

長野 〒380-0846 長野市旭町1108　長野第２合同庁舎1F 026-233-2108 http://www.mod.go.jp/pco/nagano/

静岡 〒420-0821 静岡市葵区柚木366 054-261-3151 http://www.mod.go.jp/pco/sizuoka/

富山 〒930-0856 富山市牛島新町6-24 076-441-3271 http://www.mod.go.jp/pco/toyama/

石川 〒921-8506 金沢市新神田4丁目3-10　金沢新神田合同庁舎3F 076-291-6250 http://www.mod.go.jp/pco/ishikawa/

福井 〒910-0019 福井市春山1丁目1-54　福井春山合同庁舎10F 0776-23-1910 http://www.mod.go.jp/pco/fukui/

岐阜 〒502-0817 岐阜市長良福光2675-3 058-232-3127 http://www.mod.go.jp/pco/gifu/

愛知 〒454-0003 名古屋市中川区松重町3-41 052-331-6266 http://www.mod.go.jp/pco/aichi/

三重 〒514-0003 津市桜橋1丁目91 059-225-0531 http://www.mod.go.jp/pco/mie/

滋賀 〒520-0044 大津市京町3-1-1　大津びわ湖合同庁舎5F 077-524-6446 http://www.mod.go.jp/pco/shiga/

京都 〒604-8482 京都市中京区西ノ京笠殿町38　京都地方合同庁舎3F 075-803-0820 http://www.mod.go.jp/pco/kyoto/

大阪 〒540-0008 大阪市中央区大手前4-1-67　大阪合同庁舎第２号館3F 06-6942-0543 http://www.mod.go.jp/pco/osaka/

兵庫 〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通1-4-3　神戸防災合同庁舎4F 078-261-9777 http://www.mod.go.jp/pco/hyogo/

奈良 〒630-8301 奈良市高畑町552　奈良第２地方合同庁舎1F 0742-23-7001 http://www.mod.go.jp/pco/nara/

和歌山 〒640-8287 和歌山市築港1丁目14-6 073-422-5116 http://www.mod.go.jp/pco/wakayama/

鳥取 〒680-0845 鳥取市富安2丁目89-4　鳥取第１地方合同庁舎6F 0857-23-2251 http://www.mod.go.jp/pco/tottori/

島根 〒690-0841 松江市向島町134-10　松江地方合同庁舎4F 0852-21-0015 http://www.mod.go.jp/pco/shimane/

岡山 〒700-8517 岡山市北区下石井1丁目4-1　岡山第２合同庁舎2F 086-226-0361 http://www.mod.go.jp/pco/okayama/

広島 〒730-0012 広島市中区上八丁堀6-30　広島合同庁舎４号館6F 082-221-2957 http://www.mod.go.jp/pco/hiroshima/

山口 〒753-0092 山口市八幡馬場814 083-922-2325 http://www.mod.go.jp/pco/yamaguchi/

徳島 〒770-0941 徳島市万代町3-5　徳島第２地方合同庁舎5F 088-623-2220 http://www.mod.go.jp/pco/tokushima/

香川 〒760-0019 高松市サンポート3-33　高松サンポート合同庁舎南館2F 087-823-9206 http://www.mod.go.jp/pco/kagawa/

愛媛 〒790-0003 松山市三番町8丁目352-1 089-941-8381 http://www.mod.go.jp/pco/ehime/

高知 〒780-0061 高知市栄田町2-2-10　高知よさこい咲都合同庁舎8F 088-822-6128 http://www.mod.go.jp/pco/kochi/

福岡 〒812-0878 福岡市博多区竹丘町1丁目12番 092-584-1881 http://www.mod.go.jp/pco/fukuoka/

佐賀 〒840-0047 佐賀市与賀町2-18 0952-24-2291 http://www.mod.go.jp/pco/saga/

長崎 〒850-0862 長崎市出島町2-25　防衛省合同庁舎2F 095-826-8844 http://www.mod.go.jp/pco/nagasaki/

大分 〒870-0016 大分市新川町2-1-36　大分合同庁舎5F 097-536-6271 http://www.mod.go.jp/pco/oita/

熊本 〒860-0047 熊本市西区春日2丁目10-1　熊本地方合同庁舎B棟3F 096-297-2050 http://www.mod.go.jp/pco/kumamoto/

宮崎 〒880-0901 宮崎市東大淀2丁目1-39 0985-53-2643 http://www.mod.go.jp/pco/miyazaki/

鹿児島 〒890-8541 鹿児島市東郡元町4-1　鹿児島第２地方合同庁舎1F 099-253-8920 http://www.mod.go.jp/pco/kagoshima/

沖縄 〒900-0016 那覇市前島3丁目24-3-1 098-866-5457 http://www.mod.go.jp/pco/okinawa/
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